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外傷が発症原因と考えられた黄色肉芽腫性腎孟腎炎の1例
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   A 56-year-old women was admitted for examination of glycouseuria. She had had 

a blunt trauma onto the left abdomen 2 years ago that could have caused renal injury. 

Incidentally a left renal mass was detected by ultrasonography as a low echogenic mass. 

CT scan revealed a 2.5 x 2.5 cm mass with lower density than the kidney. IVP and renal 

angiography showed no abnormal findings. 

   Under the diagnosis of renal tumor, left nephrectomy was performed. A 2 x2 cm butter-

yellow tumor, was seen in the renal parenchyma including the renal capsule of the upper 

and lateral part of the kidney. The renal pelvis was normal and there were no suppurative 

lesions in the kidney. Histopathological diagnosis was xanthogranuloma of the kidney partly 

containing a subcapsular hematoma. 

   The previous blunt trauma, presence of hematoma and no evidence of suppurative lesions 

suggested that the etiology of xanthogranuloma in this case was related to renal injury. 
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は じ め に

黄色 肉芽腫性腎孟腎炎 とは肉眼的には黄色を呈 し病

理組織学的には脂肪顯粒を含有する泡沫細胞の存在を

特徴 とする腎の非特異的感染症で;ある.1916年Sch1-

agenhu免rDがStaphylomykosenderNiereと し

て報告 したのが最初 とされてお り,最 近 までに欧米で

400例以上,本 邦 では100例 以上の症例が報告 されてい

る2).

最近わ れ われ は画 像検査 に て腎腫瘤が 偶然発見 さ

れ,摘 出腎の病理検査 で本症 と診断 され,ま たそ の発

症原因と して外傷が重要 な因子であ った と考xら れた

症例を経験 したので若干 の文献的考察を加えて報告す

る.

症 例

患者:56歳,女 性,無 職

初診ll985年3月27日

既往歴:虫 垂切除(28歳)

家族歴:特 記事項 な し

現病歴:1985年2月 頃に食欲不振あ り某医院 で糖尿

を指摘され る.1985年2月28日 当院内科入院.糖 尿

病,尿 路感染症の診 断お よび画像検査で左腎腫瘍が疑

われ,当 科へ紹介 された.

なお1983年12月 にて除雪時転倒 し,左 腹 部を打撲,

約1ヵ 月自宅で安静 に して いた.

現症=虫 垂切除 の手術疲痕を認める以外,異 常 を認

めない.

検 査 成 績

血 圧110/50mmHg,検 尿所 見 蛋 白(一),糖

(一),白 血 球100個/視 野,赤 血 球(一),尿 細 菌 培 養

E.(;olilo7/ml,赤 血 球415×104/mm3,Hb11.4g/

d1,Ht33.4%,白 血 球5200/mm',総 蛋 白7.99/dl,

Na142mEq/L,K4.7mEq/L,Cl103mEq/L,Ca

10,0mg/dl,BUN12.1mg/dl,CreatinineO ,&mg/

dl,AI-Phos10.Ou,GOT30u,GPT17u,1.DH

400u,ESR47mm(1時 間値),CRP(一),総 コ

レス テ ロー ル245mg/dl,胸 部 撮影;異 常 を認 め ない.

KUB,IVP両 側 腎 杯 腎 杯 像 は正 常 で あ り,左 中 腎

杯に 小結 石1個 を 認 め る.

腹 部超 音 波 検 査:左 腎 上 極 に3.2×3.9cm大 の 中

心 部 や や10wechoの 腫 瘤 を認 め る.

腹 部CTス キ ャ ン 左 腎 上 極 外 側 に 直 径2.5cm

大 の 腎 実 質 よ りや やlowdensityの 充 実 性 腫 瘤 を認

め,造 影CTで は腫 瘤 部 周 辺 部 の増 強 が認 め られ る
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(Fig.1),

大動脈造影,選 択的左腎動脈造影:腫 瘍 部には異常

血管像 を認めず,腎 影相 で も特に異常を認 めない.

以上 の検査所見 よ り腎腫瘍 の診断.悪 性の ものも否

定 で ぎな いた め,1985年4月8日 左腎摘除 術施行 し

た.

摘 出標本肉眼的所 見:腎 上極外側に軽度突 出 した部

位 を認め,同 部の割面では直径2cmの 黄 色の腫瘍を

認め,こ の一部が腎被膜 の方へ浸潤 している ような所

Fig.1.CT所 見 左 腎上 極,

massを 認 め る.

外 側 にIowdensity

Fig.2.摘 出腎,腫 瘍 部 の 割面
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Fig・3・ 腫瘍 はコ レステ リン針状結 晶を含む泡沫細胞

を主体 と した著 しい慢性炎症性細胞浸潤を示

す.
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コレステ リン針状結 晶,周 囲 の異物 巨細胞 お

よび泡沫細胞 を示す。
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Fig.5.腫 瘍の一部は被膜化 された血腫状 のものを含

む.

見 である.明 らかな膿瘍形成 は認め られず,腎 孟粘膜

に も著変は認めない(Fig.2)。

病理組織学的所見 ・腫瘍は組織球,リ ンパ球,形 質

細胞,泡 沫細胞か らな り,こ れ らに混 じて コ レステ リ

ン結 晶の脱落 した針状 の腔が 認め られ(Fig.3),こ

の腔 の周囲の所 々に異物 巨細胞が認め られ る(Fig.4).

以上 の所見か ら黄色肉芽腫 と診断 した.ま た腫瘍の

一部に被膜化 された血腫状の ものを認め る(Fig .5),

腎孟 粘膜には異常を認 めない.

術後経過は順調で,血 沈 のnも 正常 化 した.な お

膿尿は術前 の化学療 法で消失 した.

考 察

本 症 の 名 称 に 関 してfoam-cellgranuloma,PYa'

genic(foamcell)granuloma,chronicpyelone-

phritiswithxanthogranulomatouschange,tume-

factivexanthogranulomatouspyelonephritisな ど

の 名 称 で 報 告 され て い る が,1959年Mitchellら3)が

xanthogranulomatouspyelonephritisの 名 称 を 使

用 して 以 来,本 名 称 が 統 一 使 用 さ れ て い る よ う で あ

る,し か し 腎 孟 腎 炎 とは 関 係 な く 腎 膿 瘍 に 合 併 す る症

例 もあ り,renalabscesswithxanthogranuloma,

renalcarbunclewithxanthogranulomatous

change,xanthogranulomaofthekidneyの 名称

で報告 された もの もある.自 験 例は腎孟腎炎 とは関係

な く,腫 瘍の肉眼的形態か ら,xanthogranulomaof

thekidneyの 名称 が妥 当のよ う:だが,通 例にならっ

て黄色肉芽腫性 腎孟腎炎 とした.

本症の臨床的事項 に関 して,天 野 ら2)の 本 邦 報告

100例の集計によれば次の通 りで ある.年 齢分布で は

40お よび50歳 台に多 く,男 女比は1:2.3と 女性 に多

く,患 側では左右差は ない.主 要症状 は発熱,疹 痛が

それぞx.60%以 上 の頻度で認め られ,そ の他 肉眼的血

尿,腫 瘤触知,混 濁尿 などである.臨 床検査値では血

沈充進100%,膿 尿82.9%,貧 血石9.4%,高 γグロブ

リン血症69.0%と 高頻度に認め られ,高 コレステ ロー

ル血症は8.3で ある.本 症 の病型に関 して,腎 実質

のほ とん どが黄色結節様肉芽に置換 した"び 漫型"と

限局性に黄色 肉芽が存在 し正常な腎組織がかな り残存

してい る"限 局型"に 分け られ4>,鈴 木 ら5)は前者を

膿 腎症型,後 者 を腎膿瘍型 と呼び,他 に腎周囲炎型 と

称すべ きもの も若 干あると してい る.レ ン トゲン学的

には膿腎症型の大多数 は無機能腎であ り,腎 膿瘍型は

限局性病変を示唆す る所見 である.本 症の大多数は膿

腎症型であ り,腎 膿瘍型の頻度はNoyesら6)の75例

集計に よれば15%で あ る.本 邦におけ る腎膿瘍型の報

告例は著者の調べ得た範囲で19例 であった2,5,7-22)こ

れ らの報告例 の うち病変部記載 の明 らかな16例 中15例

は膿瘍を伴い,そ のほ とん どが膿汁 を含 んでいる.自

験例の ように明らか な膿瘍を伴わ ないものは藤 島ら2D

の症例だけであった.

本症の 病因,発 生機序 に関 して,土 屋 ら23),鈴 木

ら5)の文献的考察に よれ ば,間 葉系由来細胞が何 らか

の原因で局所に遊離 した多量 の脂肪を貧 喰 した ものが

泡沫細胞の由来であ り,そ の発生要因に関 しては尿路

閉塞,特 異的感染性物 質,不 適当な抗生物 質に よる治

療,脂 質代謝異常あ るいは免疫学的要因な どが考えら

れているが定説はない ようであるza).し か し尿路閉塞

お よび慢性化膿巣の存在は重要 な発生要因であること

は臨床 的に認め られている ところである,自 験例にお

いては前記 した明 らかな要因が 認め られ な かった こ

と,黄 色肉芽pの 発生部位が腎被膜下か ら腎実質に限

局 していた こと,組 織学的に被膜化され た血腫状のも

のを認めた こと,さ らに腎外傷を きたす 可能性のある

腹部打撲の既 往のあった ことか ら,腎 外傷 に起因する

腎被膜下血 腫,そ れ に伴 う壊死が本症の発 生母地にな

った と推測 された,
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本症 の術前診断は非 常に困難 な ものであ るが,最 近

尿細胞診 では泡沫細胞を証 明す ることに よって術前診

断で きる症例 も報告 され ている2・25)腎 膿瘍型の血 管

造影所見 では無血管性腫瘍 で,被 膜動脈の拡張な どが

特徴であ り,時 に腫瘍 部周辺 の血管増生が認め られ て

も新生血管はない と報告 され てい る26)-CTス キ ャン

では単純 では腎 と境界不鮮明で腎 よりやや低吸収値 を

示 し,造 影CTス キ ャンでは周辺部が染 まる よ うで

ある2,2:).
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